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は じめに :臨床 の肝移植 においては,心停止後や

ショックなどの低血圧状態を経た ドナー肝は用いられ

ず,欧米では ドナー肝不足は深刻な問題 となっている。

われわれはウシ赤血球出来の superoxide dismutase

(SOD)に リポゾームを encapsulateすることにより

その半減期を延長し,さ らに組織への ixationを高め

た liposomal encapsulated SOD(L‐SOD)を 使用し,

温阻血を経た ドナー肝を用いた肝移植の可能性につい

て検討したので報告する.

方法 1体重 8～ 15kgの イ ヌにおいて Blopumpを

用いた下大静脈 ・門脈―上大静脈バイパス下に同所性

肝移植を行い,以 下の 3群 に分けた. I.温 阻血を経

ない ドナー肝を用いて肝移植を行い, 3日 以下生存 し

た15頭を対照群 とした (contrOl群).II.ド ナーの腹

部大動脈からの急速脱血による心停止後,肝 表面温度

を37℃前後に保ち10分間放置し,4℃ユーロコリンズ液

2000mlにて門脈より濯流しつつ ドナー肝を摘出した。

4℃ユーロコリンズ液に単純浸漬保存した後,同所性肝

移植を行った(WIT‐10群n=12)。 III,WIT‐10群と同

様の方法で摘出した ドナー肝を用いての同所性肝移植

において, ドナーの脱血前およびレシビピエントの門

脈血流再開前にそれぞれ L‐SODを 5000単位/kg静 注

した (L‐SOD ttn=10).

結果 :WIT‐10群においては術後12時間以上の生存

例は 3頭 (25%)で 24時間以上の生存例は得 られなかっ

た (最長生存期間18時間)の に比べ,L‐SOD群 では術

後12時間以上の生存pllは11頭 (85%)で 3日 間以上の

生存が 2頭 (20%)得 られた (最長生存期間18日間).

ちなみに温阻血時間を経ない肝移植においては60%に

3日 間以上の生存が得 られている (control群).門 脈

血流再開後の経時的な肝機能検査,凝固能検査により,

WIT-10群 ではcontrol群に比べ TP,Alb,総 コレステ

ロールの低 下, LDH, γ GTP, LAPの 上二昇, PT,

APTT,thromboelastogram(k値 )の 延長が見られ
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た。L‐SOD群 では WIT‐10群に比べ,TP,Alb,総 コ

レステロールは有意に高値を示し,k値 の延長の抑制

がみられた (図 1).

考察と結語 :虚血性臓器障害の発生機序に,虚 血後

の血流開通によって生じる活性酸素が関与 しているこ

とが知 られてお り,ま たこれらに対するSODの 有効

性が示唆されている。 し かしfreeのSODは 半減期が

6分 と短 く,組 織へのixationも悪い。Michelsonの

開発した L,SODは ,そ の半減期は 1時 間以上と長 く,

さらに組織へのixationも良好 とされている。われわ

れは,心 停止後10分間を経た温阻血肝を用いたイヌ同

所性肝移植において,L‐SODを 肝虚血前および肝血流

再開時に全身性に投与することにより術後生存期間の

延長および検査値の改善を認めたので報告 した。
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